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（解答一例）

（１） NSAIDsは、 Non-Steroidal Anti-Inflammatory Drugsの略

であり、非ステロイド系抗炎症薬（非ステロイド系鎮痛薬）と訳

される。 NSAIDsの具体例としては、例えばアスピリン（アセチル

サリチル酸）、ロキソプロフェン、ジクロフェナク、インドメタ

シンなどがあり、後述する酵素シクロオキシゲナーゼ（ COX） へ

の作用の違いにより、アセトアミノフェンを含めないこともある。

（２） NSAIDsは、発熱や痛み、炎症などの発現に関与するプロス

タグランジンの産生を阻害する。すなわち、 NSAIDsは、プロスタ

グランジンの合成に欠かせない酵素シクロオキシゲナーゼ（ COX）

を抑えることによりプロスタグランジンの産生が阻害され、これ

により抗炎症作用、解熱作用、鎮痛作用を現す。

（３） NSAIDsは 、頭痛や咽喉痛、腰痛、月経痛（生理痛）、関節

痛、歯痛や抜歯後の疼痛など、ペインクリニックの分野で幅広く

汎用されているが、胃痛には効果が期待されないだけではなく、

症状を悪化させるので、特に胃・十二指腸潰瘍と診断された人は

使用はできない。 NSAIDsは、上記したように幅広く汎用されてい

るものの、決して安全な薬剤ではなく、消化管障害や腎障害、肝
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障害、出血傾向など種々の副作用が報告されている。また詳しい

メカニズムは不明であるが、アスピリンの服用によって喘息発作

を主体とする症状（アスピリン喘息）が現れることがある。アス

ピリン喘息はアスピリンだけでなくすべての解熱鎮痛薬に注意が

必要であり、過去にアスピリン喘息以外の喘息（気管支喘息など）

を起こしたことがある人も NSAIDsを避けるか、使用（服用・塗布）

前に主治医に相談する必要がある。

（４）さらには、 NSAIDsの服用後、目が充血したり、唇がただれ

たり、皮膚の広範囲に発疹・発赤などが現れて持続するといった

副作用（スティーブンス・ジョンソン症候群）が現れることがあ

る。また、服用後、階段を上ったり、少し無理をした時に息切れ

がする・息苦しくなる、空せきが出るといった症状がみられ、こ

れらが急にあらわれたり、持続するといった間質性肺炎を起こす

ことがある。いずれにしても、NSAIDsの使用後に「いつもと違う」

と感じた場合は、直ぐに薬の使用を中止し、かかりつけの医師を

受診すべきである。
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